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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【研究の背景と目的】 
本研究の研究対象であるゼニガタアザラシ(Phoca vitulina stejnegeri)は，定住性の強いアザ
ラシであり，周年決まった上陸岩礁を休息・育児・換毛に利用する。第二次世界大戦後，脂
や毛皮，肉などの商業的な需要の高まりによる乱獲や沿岸の道路整備や護岸整備による生息
環境の悪化に伴い，1970 年代には個体数が 400 頭未満にまで激減し，環境省レッドデータ
ブックの絶滅危惧種 IB 類に掲載された。しかしその後の保護政策により，個体数を回復さ
せ，2015 年には準絶滅危惧種にダウンリストされた。日本におけるゼニガタアザラシの上
陸場は，北海道太平洋側の沿岸に存在し，襟裳岬と厚岸以東(以下，道東地域)に 11 ヶ所の
上陸場が存在する。mtDNA の研究から襟裳岬と道東地域のアザラシの間には遺伝的な交流
がほとんどないとされており，襟裳岬に生息するゼニガタアザラシは地域個体群であると推
測されている。道東域は 200km ほどの範囲の海岸線に 10 か所の上陸場が点在する。それに
対して，襟裳岬は，本種の日本における全生息個体の半数以上が利用している最大の上陸場
であるにもかかわらず，陸地から 500m－2,000m に連なった岩礁上のみに上陸する。そのた
め，襟裳岬は生息範囲が狭く，他の地域に比べ，個体群密度が高い場所であると考えられる。
そのため，個体数増加に伴って，襟裳岬周辺の秋サケ定置網(以下，サケ定置網)において漁
業被害量や漁業被害範囲，混獲数の増加が顕著になり，アザラシと漁業間の軋轢が深刻化し
ている。ゼニガタアザラシにおける漁業被害の形態は，網を破られるというような被害はほ
とんどなく，ほとんどがサケの頭部や腹部などのサケの一部を食いちぎる被害 (トッカリ食
い) である。被害を受けた魚は商品としての価値がなくなり，経済的な損失となる。さらに，
網の外においてサケが定置網に入るのを妨害するという見えない被害も存在するとも言わ
れている。また，襟裳地域の秋サケ定置網は金庫網部分を沈めない浮き網形式で，垣網の終
わりから金庫網までの部分の天井部分に網が存在しない。このため，アザラシが入網した際
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に，定置網外へ脱出することや網目から吻を出して呼吸することが容易で，定置網内で溺死
することはほとんどない。そのため，繰り返し定置網内を来網し，アザラシが侵入から脱出
までを学習し，サケ定置網内を自由に出入りしていると考えられる。本種の漁網に対する行
動・食性などの基本的な生態の解明は，今後の鰭脚類との軋轢を軽減するためにも必要不可
欠で有用な知見となる。しかし，水中で生活するゼニガタアザラシの行動や広範囲で長期的
な被害実態を明らかにすることは困難であった。本研究ではじめて超音波テレメトリー手法
やアンケート調査を導入することにより，水中での行動を可視化し，被害を定量化すること
を可能にした。 
そこで本研究ではそれらを利用して，北海道襟裳地域のゼニガタアザラシに着目し，(1)
秋サケ定置網の食害範囲，混獲数とアザラシの定置網滞在行動範囲を把握し，(2) サケの採
餌行動様式を踏まえて，定置網混獲個体の食性分析からサケを採餌している個体の特徴を明
らかにし，(3)アザラシの対網行動から定置網への常習性を明らかにすることで，漁網を利
用する本種のサケ定置網への依存性と学習過程，採餌戦略を明らかにするとこを目的に行っ
た。 
 
【第 1 章】アザラシによる食害・混獲範囲と定置網滞在行動 
襟裳地域の定置網操業中に，水中の行動観察に有効な超音波テレメトリー手法を用いてア
ザラシの定置網への滞在行動(定置網へ連続的に留まる行動)を観察し，同時に，サケ定置網
を対象とした長期的かつ広範囲に漁業被害アンケートを行い，2 つの視点の調査からアザラ
シと被害との関連性や定置網の被害状況について明らかにすることを目的に行った。超音波
発信機を 72 個体に装着し，2012 年－2015 年，9 月－11 月のえりも漁業協同組合管轄の定置
網 20 ヶ統(A-T 定置網)に 40 台の受信機を設置し，対網行動を追跡した。同時に，定置網操
業者に形状別の被害サケ尾数，混獲アザラシ数の記録を記入するアンケートを依頼し，比較
を行った。その結果，上陸場から近い定置網中心に多くの滞在が確認され，上陸場東側の定
置網で有意に多く滞在が確認された。特に上陸場から東側で一番近い M 定置網で顕著であ
った。また推定平均滞在時間は滞在が確認された定置網内で，有意な差があるとはいえず，
推定平均 32 分(1,950.85 秒)ほどの滞在を繰り返していることが明らかになった。また被害
量・混獲数共に滞在行動と同様に東側の M 定置網に集中しており，推定平均被害割合は
20.56%であった。そのため，M 定置網に対する依存度の高さや襟裳地域全体における漁業
被害範囲の偏りを示すことができた。加えて被害形状は，頭なしが多く可食部を多く被害が
半数ほど占めることが明らかになった。  
 
【第 2 章】採餌行動様式を踏まえた混獲個体の食性把握 
アザラシ類は，決まった採餌空間を繰り返し利用することが報告されており，定置網等の
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漁網等の集魚性の高い場所を，常習的に利用することが示唆される。しかし，襟裳地域の定
置網では，トッカリ食いと呼ばれるサケ胴部分の可食部を残すような被害形態が多く観察さ
れ，矛盾が生じている。また，定置網に来網する個体の特徴もまた，直接採餌行動が観察で
きないため評価が難しい。そこで本研究では，飼育下において魚の採餌様式を明らかにし，
襟裳地域のアザラシの胃内容分析を併せてサケを採餌・利用している個体の特徴ついて考察
する。採餌様式分析は，ニシン(Clupea pallasii)，シロザケ(Oncorhynchus keta)，ミズダコ
(Octopus dofleini)を当歳獣に給餌し食べ方を記録し，エソグラム作成，採餌時間計測を行っ
た。胃内容分析は，襟裳地域にて収集されたゼニガタアザラシの胃(n=384)から餌生物を同
定し，採餌数，採餌重量(g)，採餌熱量(kJ)を算出し，各餌生物の相対重要度割合(IRI%)を算
出した。また，サケ定置網混獲個体の採餌数，採餌重量(g)，採餌熱量(kJ)から混合分布クラ
スタリング手法で潜在変数を探索した。加えて，推定した採餌熱量と一日当たりの総要求熱
量と比較を行った。 
クラスタリングの結果，9 のクラスターに分けられた。その中にサケを選好して採餌して
いるクラスターが存在し，大型個体(平均体重 83.64kg，平均年齢 8 歳)が多く，平均尾数 2.57，
平均重量 2,284.82g，平均 16,512.95kJ であった。また，サケ採餌クラスターのみが，成獣１
日当たりの総要求熱量と同程度の餌生物を採餌していた。加えて，実際に胃内から出現した
サケは主に胴部分であり，サケの頭部を含む丸ごと 1 尾のサケが出現した個体は，15 個体
中 1 個体のみで，サケ出現尾数 36 尾に対して 5 尾のみであり，残りは頭がないサケであっ
た。そのため，頭がないサケが多く観察されるという漁業被害の形態の結果と矛盾する結果
となった。一方，採餌様式分析の結果から，ニシンとミズダコの給仕初日の採餌時間はニシ
ン１尾で 3 分，ミズダコは 3 時間以上かかり 70％ほどしか採餌できなかった。しかし，給
餌最終日の採餌時間はそれぞれ，2.34 秒，1,662 秒と，採餌を学習すると短時間で採餌する
ことが出来るようになった。一方，シロザケは給仕最終日でも 3 時間以内に採餌することが
出来ず，シロザケの採餌を学習する(可食できるようになる）には長い期間が必要であるた
め，当歳獣にとって利用しにくい魚種であることが明らかになった。加えてシロザケ給餌実
験では，まずサケの頭を取る行動が見られ，その後時間をかけて胴部を少しずつ食べていた。
その際，生じた給仕初期のサケの残骸は，被害形状(頭なし)と酷似していた。そのため，サ
ケの被害は，サケを選好している個体に消費されている潜在的な被害と当歳獣が学習過程で
サケをうまく採餌出来ずに網内に残留する被害が存在することが示唆された。 
 
【第 3 章】定置網操業前・操業中の対網行動 
人工物な構造物である定置網の存在がアザラシの生態にどのように影響しているかを知
ることは，今後の漁網と海生哺乳類との間の軋轢を解消するために重要な知見となりうる。
そこでアザラシの定置網への滞在行動を定置網設置前である操業前と操業中を比較し，アザ
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ラシの対網行動から定置網への常習性を明らかにすることを目的に行った。 
調査は 2011 年から 2015 年の 7 月から 11 月に，超音波発信機を計 89 個体に装着し，襟裳
岬上陸場から東側の 3定置網(M/N/O定置網)に受信機を設置する事で対網行動の観察を行っ
た。滞在をくりかえす間隔(滞在間隔)と滞在し続ける時間(滞在時間)算出したところ，操業
前の滞在間隔と滞在時間は，操業中と有意に異なることが明らかになり，操業が開始すると
アザラシの滞在行動は変化することが考えられた。加えて，定置網操業期間における追跡時
間中の各定置網への総滞在時間でクラスタンリングを行った結果，定置網に費やす時間が長
い個体(滞在クラスター1)と短い個体(滞在クラスター2)に区分された。アザラシは，夜間に
採餌する報告も併せて，滞在クラスター1 の 2 歳以上は毎晩定置網に来遊し滞在しており，
非常に強い常習性をもつ個体が存在し，常習的に餌場として定置網を利用していることが考
えられた。また，滞在クラスター1 の当歳獣は，毎日，複数回定置網来遊するが，滞在する
時間帯に傾向は見られなかった。そのため，定置網を学習過程である可能性が示唆された。 
 
【総合考察】 
本調査地の定置網はシロザケを漁獲対象種としている。シロザケの平均標準体長は
60-75cm にもなる大型魚である。給餌実験の結果から，当歳獣は，シロザケ採餌には長い時
間の学習が必要であり，採餌開始時に頭部を噛みつき胴から切り離すことが示された。また，
食性分析の結果から，混獲個体の約半数(n=193/384)が当歳獣であったにもかかわらず，当歳
獣の胃内からサケは出現しなかった。加えて，滞在クラスター1 の当歳獣は，１日に複数回
定置網に時間帯に関係なく来遊していることが確認された。そのため，当歳獣の中にも定置
網の場所や構造は学習している個体が存在し，何度も時間帯に関係なく定置網に時間を費や
すことでサケの採餌を学習していると考えられた。また，これら当歳獣において採餌経験を
積む過程でトッカリ食いと呼ばれる頭無しの被害を生じ，アンケート調査結果の頭無し形状
の被害数が多い結果に反映されている可能性が考えられた。一方，食性分析の結果から，サ
ケを採餌しいている個体は，大型個体であり，対網行動の結果からも滞在クラスター1 の 2
歳以上の個体は，定置網に決まった時間に常習的に来網しており，餌場として強く依存して
いると考えられた。そのため，サケ採餌個体および 2 歳以上の定置網学習個体は，定置網(サ
ケ)スペシャリスト個体であると示唆された。加えて，2 歳以上でもサケが出現しなかった個
体や定置網への来網頻度が低い個体も存在し，依存度と学習度合は個体や齢ごとに異なると
考えられた。バルト海では，ハイイロアザラシ雄成獣が 45mile(72.4km)離れた定置網の侵入
に特化し，採餌していることが報告されている。また、定置網利用個体数は，その地域の生
息個体数の 1%未満であると考えられている。本研究は，バルト海の報告とは異なり，多く
の当歳獣も定置網に来遊・滞在していることが明らかになった。この結果は，上陸場のごく
近く(3km)に定置網という集魚性の高い人工物が存在していることが起因していると考えら
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れた。加えて，襟裳地域の定置網は浮き網構造であり，定置網を餌場として学習していない
個体でも溺死すること少なく，何度も来網が可能な特殊性も併せて学習を助長し，より定置
網(サケ)スペシャリストになりやすい環境であると考えられた。  
 本研究では評価しにくく実態が不明であった漁業被害を，観察できる被害(アンケート調
査;1 章)と直接観察の難しい被害(胃内容物;2 章)にわけて，さらに直接観察が難しい水中での
アザラシ行動に有効な超音波テレメトリー手法を導入することで定置網への滞在頻度(対網
行動)を併せることで評価することが出来た。また，本研究で得た，餌生物別の学習にかか
る期間の違いや人工物に対する常習性や依存性は，今後の漁業と海生哺乳類の軋轢を解消す
るために重要な知見となり得る。また，今後の定置網への漁業被害軽減を考える上で，アザ
ラシに定置網に複数回滞在し学習することを防ぐこと，定置網の依存性の高い個体を選択的
に管理することが重要であると考えられた。 
 
 
審 査 報 告 概 要 
 
 本論文は，北海道襟裳地域のゼニガタアザラシに着目し，(1)秋サケ定置網の食害範囲，
混獲数とアザラシの定置網滞在行動範囲を把握し，(2) サケの採餌行動様式を踏まえて，定
置網混獲個体の食性分析からサケを採餌している個体の特徴を明らかにし，(3)アザラシの
対網行動から定置網への常習性を明らかにすることで，漁網を利用する本種のサケ定置網へ
の依存性と学習過程，採餌戦略を明らかにすることを目的に行った。本研究の結果から，上
陸場のごく近く(3km)に定置網という集魚性の高い人工物が存在し，襟裳岬周辺の定置網は
浮き網構造であり，定置網を餌場として学習していない個体でも溺死することは少なく，何
度も来網が可能な特殊性も併せて学習を助長し，より定置網(サケ)スペシャリストになりや
すい環境であると考えられた。今後の定置網への漁業被害軽減を考える上で，アザラシに定
置網に複数回滞在し学習することを防ぐこと，定置網の依存性の高い個体を選択的に管理す
ることが重要であると考えられ，ゼニガタアザラシと共存を考える上でも，有用な知見とな
る。よって，審査員一同は博士（生物産業学）の学位を授与する価値があると判断した。 
